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1

第 1章

サンプル

図は figフォルダにまとめて保存したほうが管理しやすい．また epsは再編集

不可能なので編集可能な元のファイル（パワーポイントデータや，Canvasデー

タなど）を originalフォルダ等を作成して保存しておくこと．

図 1.1 図のサンプル



2 第 1章 サンプル

booktabs で 追 加 さ れ た 罫 線\toprule ，\cmidrule ，\midrule ，

\bottmrule と float の [H] オプションを使用した表の出力例を表 1.1

に示す．なお表の相互参照にはmyrefの表記方法を使用しているので，詳しくは

このソースファイルを参照のこと．

表 1.1 booktabsで追加された罫線と floatオプションを使用した例

Wing Color Genotype Offspring

Pair # Mother Father Mother Father XX Xx xx

1 blue green AA Aa 1 1 0

1 blue green AA Aa 1 1 0

1 blue green AA Aa 1 1 0

1 blue green AA Aa 1 1 0

1 blue green AA Aa 1 1 0

1 blue green AA Aa 1 1 0
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4 第 1章 サンプル

表 1.2 multirowを使って行を連結した表の例

縦結合
1 2

3 4

表 1.2は\multirow オプションを使って縦の行を連結している．

fancyboxの出力例

二重線の箱�� ��楕円の箱�� ��楕円太線の箱

ascmacの出力例

bababababababababababababababab

今日の一言

• 早寝。
• 早起き。

bababababababababababababababab

今日の一言

• 早寝。
• 早起き。
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\begin{screen}

c:> dir /w

c:> dir /w

itembox[l], [c], [r]

はじめに

挨拶

一同礼

途中に

挨拶

一同礼

最後に

挨拶

一同礼

Ykeytop と組み合わせて、

本当に最後

挨拶

一同礼

本当に最後

挨拶

一同礼





7

第 2章

序論
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第 3章

結論
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付録 A

付録がある場合はここに書く
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